






要約:我々は平成 7 年 7 月 1 日から 12 月 31 日までに熊本県で生まれた新生児を対象とし

て、ウイルソン病マススクリーニングを実施した。同時期に県下で実施された通常の新生

児マススクリーニングの総数は 9873 名であった。同意書を提出してウイルソン病マスス

クリーニングの参加した新生児は 5809 名であった(59%)。新生児 8224 名のセルロプラス

ミン値の平均値は 10.4mg/dl で、1 次検査で陽性としたセルロプラスミン値 5.0mg/dl 未

満を示す新生児は、全体の 1%未満であった。1 次検査陽性数は 32 名で(0.6%)、そのうち

28 名が 1 ケ月検診時に、再検査を受けた。28 名中 3 名が、生後 1 ケ月の時点でもセルロ

プラスミン値が 5mg/dl 未満立ったため、熊本大学医学部付属病院小児科を受診し、3 次

検査を受けた。このうち、1 名は大学病院儒しん児のセルロプラスミンは 10.0mg/dl を超

えていたが、残り、2 名は 10mg/dl 未満だった。肝障害は全例認められなかった。2 次検

査でも 10mg/dl 未満だった 2名は引き続き経過を観察している。


